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ママ、やったー １等賞!
　好天に恵まれた秋空の下、町民体育祭がふ

るさとの広場で行われました。親子競技一心

同体では仲よく肩を組んだ親子が元気いっぱ

いにスポーツを満喫していました。
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（２）

秋秋秋秋秋秋秋晴晴晴晴晴晴晴
町町制制施施行行１１００周周年年記記念念

第第１１１１回回
町町民民体体育育祭祭

秋
晴
れ
の
絶
好
の
体

　
秋
晴
れ
の
絶
好
の
体
育育

祭
日
和
と
な
っ

祭
日
和
と
な
っ
たた

月
　
月
　

１０１０

１２１２

日日
、、
ふ
る
さ
と
の
広
場

ふ
る
さ
と
の
広
場
でで

第

回
町
民
体
育
祭
が

第
　
回
町
民
体
育
祭
が
行行

１１１１
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
はは
町町

制
施
行

周
年
を
記
念

制
施
行
　
周
年
を
記
念
しし

１０１０

てて
民
謡
踊

民
謡
踊
りり
「
愛
町
流
し

「
愛
町
流
し
」」

が
行
わ
れ
体
育
祭
を
盛

が
行
わ
れ
体
育
祭
を
盛
りり

上
げ
ま
し
た

上
げ
ま
し
た
。。
開
会
式
で

開
会
式
で

は
、
各
大
会
で
優
秀
な

は
、
各
大
会
で
優
秀
な
成成

績
を
お
さ
め
た
ア
ス
リ

績
を
お
さ
め
た
ア
ス
リ
ーー

ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
競競

技
で
は
百
足
競
争
や
玉

技
で
は
百
足
競
争
や
玉
入入

れ
、
綱
引
き
、
カ
ク
テ

れ
、
綱
引
き
、
カ
ク
テ
ルル

リ
レ
ー
な
ど
の
地
区
対

リ
レ
ー
な
ど
の
地
区
対
抗抗

得
点
競
技
に
各
地
区
の

得
点
競
技
に
各
地
区
の
選選

手
や
応
援
団
が
一
丸

手
や
応
援
団
が
一
丸
とと

な
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広

な
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げげ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
もも

園
の
園
児
に
よ
る
愛
ら

園
の
園
児
に
よ
る
愛
ら
しし

い
遊
戯
が
心
を
和
ま
せ

い
遊
戯
が
心
を
和
ま
せ
、、

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
まま

で
み
ん
な
が
楽
し
め
る

で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
体体

育
祭
と
な
り
ま
し
た

育
祭
と
な
り
ま
し
た
。。



（３）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

○井上　真央（新里）

第１６回関東甲信越少年少女レスリング

大会

小学５～６年生女子の部＋５０㎏第２位

○内田　美希（新里）

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春

季水泳競技大会

１３～１４歳女子５０ｍ・１００ｍ自由形第

１位

○富塚　拓也（中谷）

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

２００８年度全日本ジュニアレスリング選

手権大会

男子ジュニアの部グレコローマンスタ

イル６６㎏級第１位

○米山　祥嗣（梅原）

第６３回国民体育大会

レスリング競技成年男子フリースタイ

ル１２０㎏級第２位

大
佐
貫

矢
　
島

入
ケ
谷

大
　
輪

須
　
賀

川
　
俣

梅
　
原

中
　
谷

新
　
里

南
大
島

田
　
島

江
　
口

千
津
井

上
江
黒

下
江
黒

斗
合
田

59.567.535.567.55562.555597152.552.552.561.551.538.546.5得点合計

62163849711110125131514順　　位

スポーツ競技優秀者表彰

表彰された井上さん、内田さん、富塚さん（母）、米山さ表彰された井上さん、内田さん、富塚さん（母）、米山さんん

１０ｔｈ ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ

２００８
ＡＴＨＬＥＴＩＣ
ＦＥＳＴＩＶＡＬ
１２　ＯＣＴ　２００８　ｉｎ　Ｍｅｉｗａ

地区対抗競技結果
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医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費
節節節節節節節節節節
約約約約約約約約約約
のののののののののの
基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本
はははははははははは
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく

医
療
費
節
約
の
基
本
は
健
康
づ
く
りりりりりりりりりりり

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
私
た

ち
が
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き
に
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
の
多
く

を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
病
院
で
１
５
０
０
円
（
３

割
負
担
）
を
支
払
っ
た
場
合
、
実
際
の

医
療
費
は
、
５
０
０
０
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。
少
な
い
負
担
で
済
む
の
は
、
国

保
が
残
り
の
３
５
０
０
円
を
支
払
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
国
保
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る

国
保
税
と
国
や
県
か
ら
の
負
担
金
（
補

助
金
）
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
。
国
保
の

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年

１５

１９

間
の
デ
ー
タ
見
る
と
、
医
療
費
は
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
県
下
一
番
低
い

　
　
　
一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
】

　
平
成
　
年
度
一
人
当
た
り
の
老
人
医

１９

療
費
　
万
円
余
は
、
若
人
に
比
べ
る
と

６２

高
く
見
え
ま
す
が
、
県
平
均
　
万
円
余

７９

の
中
で
　
市
町
村
中
一
番
低
い
医
療
費

３８

で
し
た
。

　
重
要
な
こ
と
は
一
人
ひ
と
り
が
健
康

管
理
に
気
を
付
け
、
医
療
費
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。
医
療
費
を
大
切
に
す

る
た
め
に
は
、
健
康
な
生
活
を
送
る
こ

と
で
す
。
医
療
費
削
減
の
た
め
ば
か
り

で
な
く
、
明
る
く
元
気
に
生
き
る
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
元
気
な
人
が
、
元
気
な
町
を
つ
く
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
普
段
の
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　　

　　医療費は上手に使いましょう

ウォーキングで健康づくり

■平成１９年度の医療費

医療費総額

８億８，４８１万７，６９８円国民健康保険

７億９，３３１万６，８８６円老人保健

年間一人当たりの医療費

２２万５，４１９円一般医療費
国保

３４万２，１７８円退職医療費

６２万　７４９円老人保健医療費

　　　（資料：事業年報）



（５）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

【
自
分
で
予
防
】

　
医
療
費
節
約
の
基
本
は
、
健
康
づ
く

り
で
す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
普
段
の
生

活
を
振
り
返
り
、
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
偏
食
を
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
す
る

・
適
度
な
運
動
を
欠
か
さ
な
い

・
過
労
を
避
け
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を

と
る

　
つ
ま
り
、
か
ら
だ
に
十
分
な
抵
抗
力

を
つ
け
、
少
々
の
病
気
を
は
ね
返
す
体

力
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
】 

　
医
療
費
は
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
そ
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
 

・
 か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
ま
し
ょ

う
・
 お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守

り
ま
し
ょ
う
 

・
 お
医
者
さ
ん
の
か
け
持
ち
は
や
め
ま

し
ょ
う

・
 薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う

・
 定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

 

データで見る医療費

　
お
医
者
さ
ん
が
処
方
す
る
薬
は
大
き

く
分
け
て
２
種
類
あ
り
ま
す
。
１
つ
は

「
新
薬
」
ま
た
は
「
先
発
医
薬
品
」
と
い

い
、
も
う
１
つ
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
」
ま
た
は
「
後
発
医
薬
品
」
と
い

い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
後
発
で
製

造
販
売
さ
れ
、
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ

る
医
療
用
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

　
４
月
か
ら
処
方
せ
ん
の
様
式
が
変
わ

り
、
医
師
が
処
方
せ
ん
に
変
更
不
可
の

サ
イ
ン
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
患
者
自
身

が
新
薬
か
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
か
の

選
択
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
で
薬
の
処
方
せ
ん
を
受
け

取
っ
た
ら
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
先

発
医
薬
品
と
同
じ
よ
う
な
有
効
成
分
で

価
格
の
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
に
替
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
日
ご
ろ
負
担
に
感
じ
て
い
た
薬
代

を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
 増
え
続
け
る
医
療
費
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
今
、
低
価
格
な
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」
は
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
保
険
者
に
と
っ
て
も
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
 こ
れ
か
ら
は
、
患
者
さ
ん
自
身
が
薬

の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
選
ん
で
い
く
時

代
で
す
。
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
処
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
よ
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？
 

医
療
費
を

　
節
約
す
る
た
め
に



（６）

平成20年度

上半期

（４月～９月）

　
平
成
　
年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、ど

２０

の
よ
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
公
表
す
る
も
の
で
す
。　
年
度
の
当
初
予
算
額
は

２０

　
億
２
７
０
０
万
円
で
し
た
が
、補
正
予
算
と
前
年
度
の
繰
越
分
を
加
え
、９
月
　

４０

３０

日
現
在
、予
算
現
額
は
、　
億
９
０
０
４
万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
の
主
な

４２

事
業
と
し
て
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
の

医
療
費
の
無
料
化
、
東
部
地
区
に
資
源
ご
み
収
集
所
の
整
備
、
ま
た
、
道
路
新
設
改

良
事
業
な
ど
も
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。



（７）広報めいわ　平成２０年１１月１０日



（８）

と
き
め
き
ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
衛

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

   振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の

心
理
を
巧
み
に
突
き
、
手
口
を
替

え
な
が
ら
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
卑

劣
な
犯
罪
で
す
。

　
被
害
者
の
９
割
が
振
り
込
め
詐

欺
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
内
７
割

が
電
話
を
受
け
た
と
き
、
全
く
疑

が
わ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
・
市
町
村
・
税
務

署
・
社
会
保
険
事
務
所
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

職
員
等
を
装
っ
て
、
還
付
金
が
あ

る
か
ら
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
て
現

金
を
だ
ま
し
取
る
「
還
付
金
詐
欺
」

の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
職

員
を
装
っ
て
暗
証
番
号
を
聞
き
出

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
る
新
手
の
詐
欺
も
相
次
い
で

い
ま
す
。

　
電
話
に
よ
る
還
付
金
払
い
戻
し

の
連
絡
は
行
い
ま
せ
ん
。
警
察
官

や
銀
行
協
会
職
員
が
暗
証
番
号
を

聞
く
こ
と
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
預
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
自
分
だ
け
は
被
害
に
遭
わ
な

い
」
と
い
う
思
い
込
み
を
捨
て
、

不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
ら
、

最
寄
り
の
警
察
ま
た
は
、
群
馬
県

治
安
回
復
対
策
室
（
山
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
５
６
）
へ
。

　
環
境
保
健
委
員
会
で
は
、
ご

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
タ
イ
ヤ

や
消
火
器
を
有
料
で
回
収
し
ま

す
。
処
分
で
お
困
り
の
か
た
は
、

こ
の
機
会
に
直
接
会
場
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前

１１

２３

（日）

９
時
～
午
後
１
時

□
場
所
　
社
会
体
育
館
西
側
駐

車
場

※
詳
し
く
は
、環
境
課
へ
。

　　

廃タイヤ・廃消火器

を有料回収します

料　金消火器（１基）

４５０円１０型以下のもの

８５０円１０型を超え２０型以下のもの

タイヤのみの料金・ホイール付きの料金タイヤ（１本）

２２０円軽自動車・普通車（１８インチ以下）

４００円２㌧車から４㌧車まで・４ＷＤ

処 分 料 金

【注意】町から貸与された消火器は持ち込めません。また、業者

の持ち込みはお断りします。持ち込み時間を守ってください。

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
経
済
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
２

ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
で

　
　
　
素
敵
な
出
会
い
を
・
・
・

～
大
好
評
に
つ
き
開
催
決
定
鎧
～

　
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
２

月
・
７

月

に

開

催

し

た

パ

ー

テ
ィ
ー
の
好
評
を
受
け
、
第
３
弾

の
開
催
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
７
月
に
大
好
評
を
い
た

だ
い
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

の
パ
ー
ト
Ⅱ
で
す
。

　
独
身
男
女
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
素
敵
な
出

会
い
を
・
・
・

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１３

（土）

□
時
間
   午
後
１
時
ス
タ
ー
ト（
午

後
　
時
　
分
受
付
開
始
）

１２

３０

□
場
所
　
館
林
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ン

　
・
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス

□
内
容
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
独
身
男
女

２０

□
人
数
　
　
人
（
男
女
各
　
人
）

４０

２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
、
実
施

期
日
の
一
週
間
前
こ
ろ
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。

□
参
加
費
　
男
性
３
０
０
０
円
、

女
性
５
０
０
円

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（金）

□
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、

　
電
子
メ
ー
ル
（y

o
sh
im
o
to
@
to

w
n
.m
e
iw
a
.g
u
n
m
a
.jp
)

、　

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
　
・
３
１
１
４
）

８４

　
で
経
済
課
へ
申
し
込
む

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

郵
便
番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
応
募
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
は
他
の
目
的
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

□
申
込
先
　
　

・
〒
３
７
０
倆
０
７
９
５

・
明
和
町
新
里
２
５
０
番
地
１

・
明
和
町
経
済
課
商
工
係
　

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委
員
会

（
経
済
課
内
）
ま
た
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/



（９）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

堀口さん

　１０月１日、堀口正敏さん

（新里）と始澤由美子さん（梅

原）が法務大臣より保護司の

委嘱を受けました。これから

明るい地域社会を築くため、

犯罪や非行防止にご協力を

いただきます。

保護司委嘱
～非行防止活動に～

「
も
っ
た
い
な
い
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」出
店
募
集

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

山０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。

～６５歳以上のかた～

高齢者インフルエンザ

予防接種を受けましょう

　高齢者インフルエンザ予防接種

は、平成２１年１月１０日（土）まで

に受けましょう。

■対象

煙接種日に満６５歳以上のかた

※今年度は、昭和１８年１２月３１

日以前に生まれたかたです。

煙６０～６５歳未満のかたで、心臓・

じん臓・呼吸器の機能・ヒト免

疫不全ウイルスによる免疫機

能の障がいを有するかた

■自己負担金　１，０００円

■実施回数　１回

■実施方法　インフルエンザ予

防接種実施医療機関に事前に

電話で申し込む

※かかりつけ医等で県外の医療

機関で接種を希望されるかたは、

事前に健康づくり課へご連絡く

ださい。

■当日医療機関に持参するもの

　健康手帳・外国人登録証（外

国人の場合）・インフルエンザ

予防接種予診表（記入して持

参）・予防接種済証

※詳しくは、健康づくり課（内線

１２２）へお問い合わせください。

始澤さん
あ
な
た
が
創
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
　

　「
も
っ
た
い
な
い
館
」（
旧
役
場

庁
舎
資
源
物
収
集
所
）
の
駐
車
場

を
利
用
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
も
っ
た
い
な
い
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
も
っ
た
い
な
い
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
は
、
家
庭
菜
園
等
で
作
っ
た
野

菜
や
く
だ
も
の
、
ま
た
、
不
要
と

な
っ
た
物
等
を
販
売
し
て
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
う
場
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
出
店
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
出
店
日
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前

９
時
～
午
後
１
時
（
荒
天
時
は

中
止
に
な
る
場
合
も
有
り
）

※
　
月
７
日
　
以
降
の「
も
っ
た

１２

（日）

い
な
い
館
」稼
働
日
に
行
い
ま
す
。

□
出
店
場
所
　「
も
っ
た
い
な
い
館
」

駐
車
場（
旧
役
場
庁
舎
跡
地
）

□
募
集
店
数
　
　
店
舗
程
度
（
申

１０

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）　

□
出
店
料
　
無
料
（
出
店
ス
ペ
ー

ス
は
、
乗
用
車
１
台
分
程
度
）

□
出
店
資
格
　
満
　
歳
以
上
の
町

２０

内
在
住
・
在
勤
者
（
た
だ
し
、

業
者
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

□
販
売
品
目
　
一
般
家
庭
の
不
要

品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
野
菜
等

※
次
の
物
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
生
き
物
、
飲
食
品
（
酒
、
た
ば

こ
等
）
、
薬
品
類
、
危
険
物
、
法
律

等
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
等
で

す
。 

□
申
込
方
法
　
環
境
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
出
店
申
込
用
紙
に
記

入
す
る
）

【
注
意
事
項
】

・
出
品
の
搬
入
時
間
は
、
午
前
８

時
か
ら
「
も
っ
た
い
な
い
館
」

稼
働
終
了
時
間
ま
で

・
出
店
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
出

店
申
込
用
紙
を
環
境
課
に
提
出

・
出
店
者
は
、
出
店
会
場
に
出
店

許
可
書
を
携
帯
す
る

・
出
店
ス
ペ
ー
ス
の
譲
渡
や
又
貸

し
は
で
き
な
い
等

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

税務課職員を講師に税を学ぶ
西小学校租税教室

　税金について分かりやすく 説明をする職員

　１０月９日、西小学校で６年生を対象に、租税の意

義や役割を学び、適正な申告と納税の大切さを知っ

てもらおうと、租税教室が開かれました。

　教室では、役場税務課の職員が講師となって「税

金とは何か？なぜ必要か？」をテーマに説明をしま

した。児童は「税金がいろんなことに使われている

ことがわかりました」「払わないといけないものだ

と思いました」と話していました。

魚を食べて脂質異常症予防
魚料理教室

調理実習を行う参加者

　１０月１７日、中央公民館で栄養士の野村せつ子さ

ん（板倉町）を講師に招き魚料理教室を開催。これ

は、町の健診の結果、脂質異常症等のかたが多かっ

たことから、こうした病気の予防につなげようと講

話と調理実習を行ったものです。参加者は「魚は食

べるようにしていますが、同じ料理法では飽きるの

で、教えていただいた秋刀魚の和風マリネ等、今夜

のメニューに加えます」と笑顔で話していました。

子どもたちの安全を見守る
「子ども安全協力の家」

上   旗を設置する峯崎さん

左　峯崎さんに新しい旗を

　　手渡した野本君

　「子ども安全協力の家」の新しい旗の設置をお願

いするため、１０月２２日、東小学校の野村校長や６年

生の野本雄太君たちが峯崎宏之さん（千津井）宅を

訪れました。子ども安全協力の家とは、子どもたち

が登下校時や帰宅後、そして休日も犯罪に巻き込ま

れないよう、いざという時に「駆け込める家」です。

現在８５件の「子ども安全協力の家」として地域のか

たがたにご協力をお願いしています。 熱心に質問をしている日出町議会議員の皆さん

大分県から分別収集を視察に
日出町議会社会厚生常任委員会

　１０月２２日、大分県 日出 町議会社会厚生常任委員
ひ じ

会の一行７人が行政視察研修のため来庁されまし

た。ごみの分別収集やリサイクルの取り組みにつ

いて先進的な事例を視察したいとのことで「３６種類

の分別に住民や環境役員さんの反応は？」などと熱

心に質問され、当町の環境基本計画策定やＩＳＯ

１４００１認証取得などに感心している様子でした。



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１１）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

ママといっしょに競技する０歳児

３歳未満児１０７組の親子が参加
子育て支援センターミニミニ運動会

　１０月２２日、子育て支援センターでミニミニ運動

会が行われました。同センターを利用する３歳未

満児の親子１０７組が参加して、かけっこやハイハイ

競走、ダンスなどを楽しみました。運動会には子育

てボランティアのかたたちがスタッフとして加わ

り、　運動会を守り立ててくれました。最後に参加

した子どもたち全員に金メダルが渡されると、うれ

しそうに首に下げていました。

実際に舞台で共演する６年生

　１０月１日、本物の舞台芸術体験事業が西小学校で

行われました。この事業は文化庁が実施しており、

県内で唯一同校が選ばれ行われたものです。「劇団

仲間」による児童劇「カモメに飛ぶことを教えた猫」

が実演され、６年生３０人がカモメや猫、ねずみ役と

して共演しました。共演した児童たちは「すごく楽

しかった」と興奮気味に話していました。

本物の舞台で本物の演技
西小学校本物の舞台芸術体験事業

大きなサツマイモを収穫する子どもたち

　１０月２６日、新里子ども会（青山健会長）が芋掘

り体験を行いました。子どもたちに食文化や収穫

の喜びを体験させようと地元の農家の協力を得て

毎年行われているものです。子どもたちは、たわわ

に実ったサツマイモと里芋を収穫して、焼き芋や芋

煮を保護者らといっしょに作っておなかいっぱい

食べていました。

実りの秋を満喫
新里子ども会芋掘り体験

ウォーキング実技指導の前に講習会を行う長島さん

　１０月２６日、薬剤師・健康運動指導士の長島寿恵

さんを講師に招き、楽しいお話しと実技指導を交え

たウォーキング大会・講習会を社会体育館等で行い

ました。最近、慢性的な運動不足からくる肥満や糖

尿病、脂質異常症などが増えていることから行われ

たもので、約１００人の参加者は、お話しを聞いた後、

約６０分間ウォーキングで心地よい汗を流しました。

自分のからだは自分で作る
ウォーキング大会・講習会



（１２）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館 山84・4491●海洋センター 山84・5511●社会体育館 山84・4626

　
　
月
　
日
、
中
央
公
民
館
で
パ

１０

１４

ン
作
り
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
米
と
な
ら
び
現
代
日
本

人
の
主
食
で
あ
る
パ
ン
の
作
り
方

を
学
び
、
自
主
的
に
料
理
を
す
る

喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
教
室
で
は
、
こ
ね
か
た
や
発
酵

時
間
な
ど
、
美
味
し
く
キ
レ
イ
に

作
る
コ
ツ
な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
作
っ
た
パ
ン
は
、
ア
ー
モ

ン
ド
や
砂
糖
を
載
せ
た
「
ア
ー
モ

ン
ド
ク
ラ
ウ
ン
」。
パ
ン
作
り
で

は
基
本
的
な
も
の
で
、
水
分
や
油

分
、
練
り
込
む
も
の
な
ど
を
変
え

る
こ
と
で
い
ろ
ん
な

パ
ン
作
り
に
応
用
で

き
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は「
キ
レ

イ
に
焼
け
ま
し
た
。

家
で
も
作
っ
て
み
た

い
で
す
」と
焼
き
上

が
っ
た
パ
ン
を
見
て

満
足
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
公
共
施
設
の
一
斉
清
掃
を
し
て

い
た
だ
け
る
団
体
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
８

１２

２０

（土）

時
　
分
３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館
、
東
西
小

学
校
、
中
学
校
校
庭
・
体
育
館
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
ほ
か

□
内
容
　
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
公
共
施
設
の

清
掃
を
し
ま
す

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

１７

（水）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
。

第
　
回
町
民
卓
球
大
会

１１
□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（日）

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
･在
勤
･在
学
者

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１１

１６

（日）

１２

月
７
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
。

し
め
飾
り
教
室

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

２３

（火）

時
～
午
後
０
時
　
分
３０

□
会
場
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１１

２２

（土）

３０

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、
図
書
館
は

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

□
臨
時
休
館
日
　
　
月
　
日
　
～

１１

２４

（月）

　
日
　
（
休
館
日
を
除
き
６
日

３０

（日）

間
）

※
図
書
の
返
却
は
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
の
窓
口
で
お
預
か
り
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
。

西小２年生が社会科見学

　西小学校２年生１７人がＢ＆Ｇ海洋センターを社会科見

学しました。児童からは「プールの水はいつ取り替える

のですか。利用者は何人ですか」などと活発な質問があ

り、利用者は年間７万１千人との答えに驚いていました。

また、見学には保護者３人が学習補助のボランティアと

して参加して子どもたちの学習をサポートしていました。活発に質問する児童たち

【

】

社
会
体
育
館

【

】

産
文
・
図
書
館

【

】

中
央
公
民
館

上　焼きたてパン

に砂糖をまぶ

す参加者

左　出来上がった

アーモンドク

ラウン

手
作
り
パ
ン
で
笑
顔

ー
 パ
ン
作
り
教
室
 ー

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n
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寒
い
季
節
に
家
の
中
で

趣
味
を
生
か
す

ー
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
ー

　　
　
月
　
日
、
中
央
公
民
館
で

１０

２２

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
が
短
く
寒
く

な
る
季
節
に
家
の
中
で
趣
味
を
生

か
せ
る
よ
う
に
と
、
こ
の
時
期
に

開
か
れ
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
今
回
作
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ョ

ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
。
細
か
い
作
業
な

が
ら
、
皆
さ
ん
丹
念
に
縫
い
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
手
間
が
か
か
り
ま

す
け
ど
、
楽
し
い
で
す
。
自
分
で

作
る
も
の
な
の
で
愛
着
が
わ
き
ま

す
」
と
話
し
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
教
室
は
９
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
月
２
回
開
か
れ
、
後
半
は
壁
掛

け
を
作
り
、
出
来
た
作
品
は
公
民

館
ま
つ
り
に
出
展
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

１０

２４

化
館
に
お
い
て
、
明
和
中
学
校
校

内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
保
護
者

な
ど
で
満
員
と
な
っ
た
会
場
で
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
始
め
に
全
員
で
校
歌
の
斉
唱

が
あ
り
、
２
・
３
年
生
の
選
択
音

楽
の
合
唱
の
あ
と
、
各
ク
ラ
ス
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
場
か
ら
自
由
曲
と
課
題
曲
の

２
曲
を
合
唱
し
て
退
場
す
る
ま
で

を
総
合
的
に
審
査
し
た
結
果
、
ク

ラ
ス
合
唱
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た

の
は
１
年
生
は
Ｂ
組
、
２
年
生
は

Ｃ
組
、
３
年
生
は
Ｂ
組
で
し
た
。

　
合
唱
の
指
導
を
さ
れ
た
江
泉
先

生
は
、「
生
徒
た
ち
は
、
朝
、
昼
、

部
活
の
前
な
ど
に
担
任
の
先
生
が

た
と
一
緒
に
５
分
、　

分
の
時
間

１０

を
見
つ
け
て
一
生
懸
命
練
習
を
し

て
い
ま
し
た
。
練
習
は
先
生
が
や

ら
せ
た
も
の
で
は
な
く
、
生
徒
た

ち
が
自
主
的
に
声
を
か
け
合
い
行

わ
れ
た
も
の
で
、
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
、
指
揮
者
、
伴
奏
者
が
中
心

に
な
っ
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し

た
」
と
生
徒
た
ち
が
目
標
に
向

か
っ
て
自
ら
練
習
に
打
ち
込
む
姿

を
思
い
浮
か
べ
頼
も
し
そ
う
に
語

り
、「
歌
う
こ
と
は
自
分
を
表
現

す
る
こ
と
の
ひ
と
つ
。
大
勢
の
人

た
ち
の
前
で
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
を
表
現
す
る
こ
と
に
自
信
を

持
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

 Information  Information 

様々な暮らしの中の、それぞれの人生…

ひとりの老人をめぐる心温まる家族愛のドラマ

□日時　１１月２３日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合
わせください。

今月の映画
ホーム・
　スイートホーム

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

合唱をする生徒たち

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
歌
声
に
の
せ
て

ー
 明
和
中
学
校
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 ー

丹念に縫い上げている参加者

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

崖の上のポニョ
徳間アニメ絵本　30

「人間になりたい」と願うポ
ニョと「守ってあげる」と
いう宗介。2人は試練を乗
り越えられるのか？

宮崎 駿原作

◇小学生
ダーティ・ドラゴン

突然いなくなった妹ハナ
を探して闇の世界をさま
よい続けるジョー。ハナ
と一緒にうちに帰れるの
だろうか…。

キャロル・ヒューズ著
西本 かおる訳

◇中学生～一般

天安門
テンアンモン

民主化運動のヒロインと
若き将校2人の運命が絡
み合ったとき、天の扉は
開く。

Shan Sa著
大野 朗子訳

１１

◇一般

Herstories
彼女たちの物語

10人の女性作家が登場。
現在の文学が直面するさ
まざまな問題や論点を明
らかにする。

榎本 正樹著

 月のおすすめ図書



（１４）

　ふるさとの広場にナイター設備を設置してくださ

い。また、各学校の照明は暗いところがありますの

で、校庭全面を照らして欲しいです。ご検討をお願

いします。           　    　　　　　　　　　　　　（匿名）   

　ご意見ありがとうございます。先ず、ふるさとの広

場のナイター設備についてですが、ふるさとの広場は、

幼児から高齢者まで全ての年齢層の町民に利用され

ることを目的に整備され、多くの町民に親しまれています。ナ

イター設備設置につきましては、周辺に農地や民家があること

から、農作物に対する影響、また近隣住民への影響を考え、今

のところ設置する予定はありません。なお、工業団地内の大輪

公園においては、農作物や近隣住民への影響がないことから、

平成１９年度にナイター設備を設置いたしました。夜間の利用

につきましては、こちらの公園も利用頂きますようよろしくお

願いいたします。また、中学校の夜間（屋外）照明の２基６灯

の水銀灯（７００ワット）を照度の強いメタルハライドランプ（７００

ワットが１０００ワット強の明るさ）に取替えて、内、外野とも

照度が平均２０％程度、ライトに２５％程度以前より明るくなる

よう改善しております。東西小学校につきましては、外野部分

を明るくする為には増設する方法しかありません。これには、

多額の工事費用と工事期間が必要となりますので、対応する事

は難しいのですが、現在メタルハライドランプに順次交換して

おりますので、照度は増していくと思われます。

　　　　　                        　　　　（都市計画課・生涯学習課）

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

※はいポーズは、３歳児以下のお子さんを掲載しています。掲載をご希望されるかたは、企画課にご連絡下さい。

くん

４か月　新里
Ｈ20年6月21日生まれ

すくすく大きく育っ
てネ。大スキだよ竃

（家族より）

吉田　 蓮 
れ ん

ちゃん

6か月　新里
Ｈ20年4月１4日生まれ

坂巻 希音 
ね ね

いつも可愛い笑顔を
ありがとう竃大好き
だよ竃

（家族より）

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

毛利 碧月 ちゃん（中谷）
み づ き

島田　 慧 くん（中谷）
け い

金子 凜咲 ちゃん（川俣）
り さ

迫　大 耀    くん（梅原）
た い よ う

秋山 真穂 ちゃん（大佐貫）
ま ほ

藤野 紅彩 ちゃん（川俣）
く れ あ



（１５）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

　１１月２９日（土）ふるさと産業文化館ホールにて深まる恋秋を

楽しみましょう！！と、「ミュージックフェスタ１」が開催され

ます。

ＭＬＣプリマベーラ・Comodo Ocarina・プルメリア・あざみ会・

明和西小の設楽隆教諭が出演予定です。ＭＬＣプリマベーラ代

表の木村紀美江さんにお話しを伺いました。

東毛広域文化祭を契機に融合

　２年前、東毛地区の文化協会がひとつになり、第1回東毛広域

文化祭が開催された際、明和町の文化・芸能を愛する有志の団体

も融合し協力しました。「初回なので見本がなく時間も限られていたので、それぞれが『キツイ！』と感じた事もあっ

たと思いますが、結果としては練習を重ね大成功でした。」と木村さんは話してくれました。

　曲の選定では、明和町文化協会代表として町のＰＲも考えて時期も最適であることから、大ヒット曲「シクラメン

のかほり」を選曲しました。暗い舞台上にシクラメンのＰＲコメントが流れ、スポットライトを浴びたオカリナの澄

んだ演奏、女性コーラスのやさしい響き、情感豊かなピアノの伴奏とフラダンスが融合し、とても素敵なステージと

なり好評でした。「一度では、もったいない！！」との声が参加者から湧き起こり再演を誓いあいました。

感動を再び明和で

　「これを機に、音楽を愛する仲間が、ゆっくりお互いの演目を鑑賞しあい秋の１日を町の皆さんと楽しみません

か？」と木村さんの一声で「シクラメンのかほり」の再演と日頃の練習を発表することが決まりました。

　今回は、あざみ会の合唱、高橋久美さんのピアノ独奏、明和西小の設楽隆教諭が加わって、設楽教諭が作詞・作曲

した「利根の流れに」を演奏する予定とのことです。この曲は、卒業生に贈った明和の風景が浮かぶ思い出の名曲で

す。卒業生には、懐かしいことでしょう！！

　皆さん。ぜひともお聞き下さい。秋の音楽会を楽しみましょう！！

ふるさと産業文化館にて

午後１時開場　　午後１時３０分開演

明和町教育委員会・明和町文化協会が後援し入場は無料。

音楽を愛する心が

　奏でるハーモニー （川 俣）

町民リポーター

有田理恵

～歌・フラダンス・オカリナのしらべ～

東毛広域文化祭での共演

ＭＬＣプリマベーラの皆さん プルメリアの皆さんComodo Okarinaの皆さん



（１６）

INFORMATION

掲示板

（１６）

　
今
年
度
よ
り
中
学
１
年
生
（
相

当
の
年
齢
の
か
た
）
と
高
校
３
年

生
（
相
当
の
年
齢
の
か
た
）
の
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
だ
受
け
て

い
な
い
か
た
は
体
調
の
よ
い
と

き
に
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
患
者
等
の

か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

精
神
的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
８
月
と
　
月
１２

に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者
　
特
定
疾
患
（
小
児
慢

性
特
定
疾
患
）
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
か
た
、
人
工
肛
門

装
着
患
者
、
人
工
透
析
療
法
対

象
者
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
る
重

度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ

１
、
Ａ
２
ま
た
は
Ａ
重
の
か
た
）

※
介
護
保
険
法
の
施
設
入
所
者
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
設
入

所
者
お
よ
び
通
所
者
は
、
該
当
に

な
り
ま
せ
ん
。

□
申
請
方
法
　
▼
８
月
に
見
舞

金
を
受
給
さ
れ
た
か
た
　
現

況
届
を
提
出
す
る
（
特
定
疾
患

患
者
の
か
た
は
医
療
受
給
者

証
の
写
し
を
添
付
く
だ
さ
い
）

▼
は
じ
め
て
申
請
さ
れ
る
か

た
　
医
療
受
給
者
証
ま
た
は

手
帳
、
振
込
口
座
の
通
帳
、
印

鑑
を
持
参
し
て
申
請
す
る

□
提
出
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２５

（火）

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
。

　
町
内
在
住
の
画
家
小
林
 孝
至
 

た

か

ゆ

き

さ
ん
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日

１１

１１

（火）

２６

　
　（
　
・
　
・
　
日
は
休
館
）

（水）

１３

１７

２４

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
入
館
料
　
　
歳
未
満
の
か
た

６０

は
絵
画
展
の
鑑
賞
の
み
無
料

（
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
有

料
と
な
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

　
皆
様
に
公
的
年
金
制
度
に
つ

い
て
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、　

月
を
「
年
金
月
間
」
と

１１

し
て
い
ま
す
。

・
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

・
国
の
負
担
が
あ
る
の
で
、
納
め

た
保
険
料
を
上
回
る
年
金
が

保
障
さ
れ
ま
す

・
長
い
老
後
を
支
え
る
安
心
の
終

身
保
障
で
す

・
国
民
年
金
は
、
不
測
の
事
態
に

も
備
え
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
は

様
々
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
利
点
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
国
民
年
金
へ
の
加
入

と
保
険
料
の
納
付
は
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
　
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す
。

１１
計
量
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
量

売
り
や
、
体
重
・
血
圧
・
体
温
の

測
定
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る
有
害

物
質
の
濃
度
測
定
な
ど
私
た
ち

の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の

体
重
計
、
血
圧
計
、
体
温
計
や
料

理
用
の
は
か
り
な
ど
の
無
料
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
計
量
に
つ
い
て
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
で
は
、

就
職
を
希
望
す
る
若
者
に
対
し
、

就
職
情
報
の
提
供
か
ら
適
性
診

断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹

介
・
定
着
ま
で
就
職
に
関
す
る
一

貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
若
者
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
東
毛
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
。

お
知
ら
せ

定
期
相
談
・
健
診

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１２

１０

（水）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
福
島
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
　
月
１
～
８
日

１２

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１２

１５

（月）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１２

１８

（木）

　
 午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
　
月
５
・
　
日
　

１２

１９

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
　
月
２
日
　

１２

（火） 

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１２

１１

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
  

□
対
象
　
　
年
　
月
生
、　
年
　

１８

１２

１９

１２

月
生
、　
年
２
・
５
・
８
月
生

２０

小
林
孝
至
絵
画
展
開
催

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
０
１
３

８４

体
重
・
血
圧
は
正
確
に

計
れ
て
い
ま
す
か

　
計
量
検
定
所

　
山
０
２
７
・
２
６
３
・
２
４
６
３

就
職
を
希
望
す
る
若
者

を
支
援
し
ま
す

　
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
山
０
２
７
・
３
３
０
・
４
５
１
０

　
月
は
「
ね
ん
き
ん

１１月
間
」
で
す

　
太
田
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
７
１
２

４９

予
防
接
種
は
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

特
定
疾
患
患
者
等
の
か
た

に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１７）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

　
　
月
４
日
　
か
ら
、
納
税
者
の

１１

（火）

皆
様
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に

関
す
る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表

電
話
が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
操
作
に
つ
い

て
は
、
音
声
案
内
に
し
た
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、　

月
　
日
を
も
っ
て
、

１０

２４

税
務
相
談
室
館
林
分
室
は
閉
鎖
し

ま
し
た
。

　
　
月
　
日
　
～
　
日
　
ま
で
の

１１

１７

（月）

２３

（日）

一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相

談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
対
応
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
７
時（
　
月
　
日
　
・
　
日

１１

２２

（土）

２３

　
は
午
前
　
時
～
午
後
５
時
）

（日）

１０

□
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話
番
号

山
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

へ
。

　
館
林
商
工
高
校
で
は
「
翔
光
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
工
業
と
商
業
の

特
色
を
活
か
し
た
研
究
発
表
や
展

示
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
模
擬
店
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

１５

（土）

１０

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
館
林
商
工
高
等
学
校

※
詳
し
く
は
、
館
林
商
工
高
等
学

校
へ
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）
、

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ji

b
a
i.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
労
災
年
金
・
介
護
、
生
活
問
題
、

心
配
ご
と
お
よ
び
仕
事
の
疲
れ
か

ら
く
る
健
康
・
精
神
的
悩
み
な
ど

「
過
労
死
」
等
の
無
料
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、　

労
災
年
金
福
祉

（財）

協
会
へ
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
各
地
で
、
児
童
が
傷
つ
け

ら
れ
た
り
殺
害
さ
れ
た
り
す
る
事

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
件
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
地
域
の

自
主
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う

・
散
歩
、
買
い
物
な
ど
を
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
間
に
合
わ

せ
た
り
、
家
の
中
か
ら
通
学
路

に
目
を
配
り
ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、
日

ご
ろ
か
ら
危
険
を
回
避
す
る
具

体
的
な
方
法
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う

□
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
治
安
回

復
対
策
室
へ

　
か
つ
て
、
時
刻
を
決
め
る
た
め

に
は
、
地
球
の
公
転
・
自
転
に
基

づ
く
天
文
時
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
、
原
子
の
振
動

を
利
用
し
た
原
子
時
計
を
も
と
に

決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常

に
高
精
度
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
た
め
、
逆
に
天
文
時
に
基

づ
く
時
刻
と
の
間
で
ず
れ
が
生
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ず

れ
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
「
う
る

う
秒
」
を
挿
入
す
る
予
定
で
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
１
日
　

２１

（木）

□
内
容
　
午
前
８
時
　
分
　
秒
と

５９

５９

午
前
９
時
　
分
　
秒
の
間
に
、

００

００

「
８
時
　
分
　
秒
」
を
挿
入

５９

６０

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
平
成
　

１２

１３

（土）

２１

年
４
月
５
日
　（日）

□
場
所
　
県
立
館
林
美
術
館

□
内
容

【
湯
浅
一
郎
展
】

　
県
立
近
代
美
術
館
の
所
蔵
作
品

と
、
同
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

滞
欧
時
代
の
水
彩
や
素
描
に
光

を
あ
て
て
紹
介
　

【
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ン
ポ
ン
】

　
作
品
と
石
膏
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
を
豊
富
な
資
料
と
と
も
に

展
示
な
ど

□
観
覧
料
　

　
一
般
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）、

大
学
・
高
校
生
１
５
０
円
（
１

２
０
円
）　

※
（
　
）
内
は
　
人
以
上
の
団
体

２０

割
引
料
金
。
中
学
生
以
下
、
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
と
そ
の

介
護
者
一
人
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
、
関
連
事
業
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
詳
し
く

は
、
県
立
館
林
美
術
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
の
元
日
は
い
つ
も
よ

り「
一
秒
」長
い
一
日
で
す

　
県
市
町
村
課

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
１
２

館
林
商
工
高
校
で「
翔

光
祭
」
を
開
催
し
ま
す

　
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
７
３
１

８４

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

　
前
橋
地
方
法
務
局

　
山
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
２
６

国
税
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」で

　
館
林
税
務
署

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
３
７
３

７２

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
県
庁
治
安
回
復
対
策
室

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５
６

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効

期
限
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

　
山
０
２
７
・
２
６
３
・
４
４
４
０

労
災
保
険
や
過
労
死

等
の
無
料
相
談

　
　
労
災
年
金
福
祉
協
会

（財）
　
山
０
２
７
・
２
４
３
・
２
８
８
１

館
林
美
術
館「
湯
浅
一
郎
展
」

「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ン
ポ
ン
」

　
県
立
館
林
美
術
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
８
１
９
０

７２



（１８）

INFORMATION

（１８）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
取
得
の
養

成
研
修
に
参
加
す
る
か
た
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
期
間
　
平
成
　
年
１
月
～
３
月

２１

　
週
３
回
（
１
日
６
時
間
程
度
）

約
１
３
０
時
間
全
日
程
受
講

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

□
参
加
費
　
５
万
円（
母
子
・
寡
婦

会
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
か
た
に
は
、助
成
を
受

け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

　
東
・
西
部
学
童
保
育
所
で
は
、

入
所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
対
象
　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ

り
放
課
後
の
保
育
が
困
難
な
児

童（
小
学
校
１
～
６
年
生
）な
ど

□
保
育
時
間
　
平
日
は
放
課
後
～

午
後
６
時
　
分
、
学
校
休
業
等

３０

は
午
前
８
時
～
午
後
６
時
　
分
３０

□
保
育
料
　
１
～
３
年
生
８
０
０

０
円
、
４
～
６
年
生
６
０
０
０

円
（
お
や
つ
代
込
み
月
額
）

□
申
込
方
法
　
各
学
童
保
育
所
へ

電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
各
学
童
保
育
所
へ

　「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
」
の
執
行
期
限
が
迫

る
な
か
、
地
方
自
治
の
専
門
家
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
、
住
民
や

市
町
村
が
自
ら
、
合
併
も
含
め
た

将
来
の
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
契
機
と
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
２

１１

２０

（木）

時
～
午
後
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
３
０
０
人

□
申
込
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
（sic

h
o
u
so
n
@
p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

）、

電
話
ま
た
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
２
７
・
２
４
３
・
２
２
０
５
）

で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
県
市
町
村
課
へ
。

□
職
務
内
容
　
社
会
福
祉
関
係
一

般
事
務
等

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
　
　
月
～
平
成
　
年

１２

２１

３
月
（
延
長
可
）

□
時
給
　
８
０
０
円
（
福
祉
関
係

有
資
格
者
は
優
遇
い
た
し
ま
す
）

□
資
格
　
日
本
国
籍
の
あ
る
か
た

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２０

（木）

□
申
込
方
法
　
社
会
福
祉
協
議
会

へ
履
歴
書
を
持
参
し
、
直
接
申

し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

お
よ
び
論
文
試
験
（
試
験
は
　１１

月
下
旬
に
行
い
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

２０

（土）

時
□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
正
月
を
飾
る
コ
ン
テ
ナ

ガ
ー
デ
ン

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
３０

□
費
用
　
２
０
０
０
円

□
申
込
方
法
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
協
議
会（
経
済
課
内
）
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、経
済
課（
内
線
１
５

３
）へ
。

□
試
験
日
　
一
次
試
験
　
平
成
　２１

年
１
月
　
日
　
・
二
次
試
験
　

１９

（月）

平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

２９

（木）

□
試
験
会
場
　
館
林
高
等
看
護
学
院

□
受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
、
ま
た
は
卒
業
見
込

の
者
・
②
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
認
定
試
験
合
格
者

□
募
集
人
数
　
　
人
４０

□
受
験
料
　
２
万
円

□
願
書
受
付
　
　
月
　
日
　
～
平

１２

２２

（月）

成
　
年
１
月
　
日
　
必
着

２１

１３

（火）

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
看
護
学

院
へ
。

□
日
時
　
　
月
６
日
　
　
午
後
７

１２

（土）

時
□
場
所
　
太
田
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル

□
対
象
　
　
歳
以
上
お
お
む
ね
　

２０

３５

歳
以
下
の
両
毛
地
域
内
に
在
住
、

在
勤
し
て
い
る
男
女

□
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
４
０
０
０
円

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（金）

□
申
込
方
法
　
足
利
市
・
佐
野
市
・

太
田
市
・
館
林
市
・
邑
楽
町
の

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
参
加
費

を
添
え
て
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
邑
楽
町
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
へ
。

　
町
で
は
、
冬
に
流
行
す
る
風
邪

と
肺
炎
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
講
師
　
小
野
幸
夫
さ
ん
（
羽
生

総
合
病
院
薬
剤
師
）

□
対
象
　
町
民
の
か
た
な
ら
ど
な

た
で
も

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２１

（金）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
 内
線

１
２
６
）
へ
。

募
集
し
ま
す

東
・
西
部
学
童
保
育
所

の
入
所
児
童

　
東
部
学
童
保
育
所
　

山
　
・
３
６
０
９

７４

　
西
部
学
童
保
育
所
　

山
　
・
３
６
１
５

８４

講
演
会「
地
方
分
権
改
革

と
市
町
村
の
あ
り
方
」

　
県
市
町
村
課

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
１
２

花
の
寄
せ
植
え
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
）
養
成
研
修

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
０
１
３

８４

社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
０
１
３

８４

館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
募
集

　
館
林
高
等
看
護
学
院

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
７
１
７
５

７３

両
毛
広
域
ふ
れ
あ
い

交
流
パ
ー
テ
ィ

　
邑
楽
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
１
５
０
１

８９

風
邪
予
防
と
肺
炎
に

か
か
ら
な
い
た
め
に

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１９）広報めいわ　平成２０年１１月１０日

　
毎
週
土
・
日
曜
日
に
、
行
き
場

の
な
い
子
犬
や
猫
た
ち
の
里
親
探

し
（
譲
渡
会
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
里
親
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
か
た
、
活
動
に
興
味

の
あ
る
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
ラ
ン
ド
（
毎

週
土
・
日
曜
日
、
午
前
　
時
～
午

１０

後
３
時
）
へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

江
森
 美
優
 （
孔
明
・
直
美
慨
新
里
）

み

ゆ

う

遠
藤
 大
和
 （
剛
史
・
陽
子
慨
新
里
）

や

ま

と

奈
良
 龍
之
介
 （
光
浩
・
陽
子
慨
新
里
）

り
ゅ
う
の
す
け

今
成
　
 舞
 （
崇
亨
・
愛
　
慨
田
島
）

ま

い

飯
塚
 夢
々
 （
勇
日
・
さ
な
え

慨
新
里
）

む

む

野
口
 絢
羽
 （
広
樹
・
香
澄
慨
江
口
）

あ

や

ね

荻
野
 千
尋
 （
努
・
亜
貴
子
慨
中
谷
）

ち

ひ

ろ

深
野
 恋
歌
 （
修
平
・
茉
里
慨
中
谷
）

れ

ん

か

小
林
 奎
太
 （
直
樹
・
涼
世
慨
南
大
島

）

け

い

た

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

石
川
　
實
　
　
　
矢
　
島
　
功

７２

松
下
道
治
　
　
　
大
佐
貫
　
富
子

８０

田
村
作
治
　
　
　
斗
合
田
　
登
貴
男

８６

冨
塚
ミ
サ
　
　
　
中
　
谷
　
芳
夫

８８

川
島
銀
次
　
　
　
梅
　
原
　
吉
男

９４

和
田
い
と
　
　
　
上
江
黒
　
絋

９８

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ

へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載

せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

文芸

明

和

短

歌

会

《

か

ほ

や

が

沼

》

まちの
・
利
根
川
を
渡
る
電
車
と
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
響
き
合
い
つ
つ
青
空
に
舞
う

・
 千
日
紅
 群
が
り
咲
け
る
境
内
に
美
少
年
の
如
き
六
地
蔵
尊

せ

ん

に

ち

こ

う

瀬
下
　
一
江

・
あ
や
ま
た
ぬ
生
な
ど
有
り
や
 自
 ら
蒔
か
ぬ
に
生
え
る

お
の
ず
か

 黄
蜀
葵
 は

と

ろ

ろ

あ

お

い

・
 懇
 ろ
に
形
見
の
バ
ッ
グ
拭
き
清
め
又
来
る
夏
を
疑
わ
ず
を
り

ね
ん
ご

江
森
　
政
美

・
友
の
 面
 わ
お
ぼ
ろ
と
な
り
ぬ
寮
祭
に
肩
組
み
歌
い
し
マ
イ
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

お

も

・
世
渡
り
の
う
ま
き
も
下
手
も
一
列
に
並
び
て
敬
老
の
祝
盃
を
受
く

奈
良
原
き
く
の

・
米
作
り
や
め
ん
か
今
日
も
迷
い
つ
つ
合
羽
ま
と
い
て
実
り
田
見
に
行
く

・
日
光
キ
ス
ゲ
と
言
い
て
も
ら
い
し
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
午
後
の
日
射
し
に
黄
花
輝
く

立
岡
　
正
夫

戸
籍
の
窓

犬
や
猫
た
ち
の
里
親
探

し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
日
本
動
物
愛
護
協
会
群
馬
支
部

（財）
　
館
林
ラ
ン
ド
　
山
　
・
１
４
５
６

７５

　
入
札
結
果

▼
経
済
課

小
規
模
土
地
改
良
事
業
江
口
西
地
区

水
路
整
備
工
事

工
事
場
所
　
江
口
地
内

予
定
価
格
　
１
８
５
万
円

落
札
金
額
　
１
７
８
万
円

請
負
業
者
　
　
司
建
設

（有）

小
規
模
土
地
改
良
事
業
新
里
中
地
区

防
護
柵
設
置
工
事

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
１
９
１
万
円

落
札
金
額
　
１
８
５
万
円

請
負
業
者
　
　
明
石
工
業

（有）

小
規
模
土
地
改
良
事
業
大
佐
貫
南
地

区
水
路
整
備
工
事

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
５
５
２
万
円

落
札
金
額
　
５
３
５
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

▼
都
市
計
画
課

桜
並
木
路
休
憩
施
設
整
備
工
事

工
事
場
所
　
南
大
島
・
他
１
地
内

予
定
価
格
　
４
１
５
０
万
円

落
札
金
額
　
４
０
２
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

▼
建
設
水
道
課

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造
工

事
（
　
・
　
・
　
工
区
）

２０

１１

１７

工
事
場
所
　
江
口
地
内

予
定
価
格
　
５
７
０
万
円

落
札
金
額
　
５
５
０
万
円

請
負
業
者
　
柳
瀬
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造
工

事
（
　
・
　
・
　
工
区
・
そ
の
２
）

２０

１１

１４

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
９
９
０
万
円

落
札
価
格
　
９
６
０
万
円

請
負
業
者
　
　
明
石
工
業

（有）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造
工

事
（
　
・
　
・
８
工
区
）

２０

１０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
１
４
０
万
円

落
札
金
額
　
１
１
０
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造
工

事
（
　
・
　
・
７
）

２０

１０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
４
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
４
４
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造
工

事
（
　
・
７
・
１
）

２０

工
事
場
所
　
中
谷
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
１
０
万
円

請
負
業
者
　
渡
辺
建
設
　
館
林
支
店

（株）

町
道
　
号
線
測
量
・
設
計
・
調
査
業

６０

務
委
託

工
事
場
所
　
矢
島
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　
１
３
１
０
万
円

落
札
金
額
　
１
２
３
０
万
円

委
託
業
者
　
三
陽
測
量
　（株）
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

（平成２０年１０月１日現在）

　総人口　１１，６４５人　（＋８）
　　男　　　５，８５０人　（－２）
　　女　　　５，７９５人　（＋１０）
　世帯数　　３，７６８世帯（－５）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………１９件
　　士交通事故………　１件
　　士その他…………　５件
　　士合計……………２５件

１０月の救急車出動回数

フォトコンテスト

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

板倉耳鼻
（８０）４３３３

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

川島脳外
（７５）５５１１

まりレディス
（７６）７７７５

小西医院
（８６）２２６１

11月 16日（日）

－
森下内科
（７３）７７７６

新橋病院
（７５）３０１１

松井内科
（７５）９８８０

ミツワ診療所
（７０）３０３０

11月23日（日）

－
真中医院
（７２）１６３０

慶友整形
（７２）６０００

落合医院
（７２）３１６０

－11月24日（月）

川田耳鼻
（７２）３３１４

おぎわら 
（６１）１１３３

岡田整形
（７２）３１６３

吉田内科
（７０）７１１７

館林地区
と同じ

11月30日（日）

川村耳鼻
（７２）１３３７

竹越医院
（８４）３１３７

澤田皮膚外科 
（７０）７７０３

多々良診療所
（７２）３０６０

竹越医院
（８４）３１３７

12月 ７日（日）

－
菅沼医院 
（７２）９０９０

最上胃腸科
（７４）３７６３

ごが内科
（７３）７５８７

館林地区
と同じ

１2月 14日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

「祭の主役」　　　奥沢　信行

入　選　


